
1.　はじめに

1. 1　背　景
　中国は八十年代改革開放以後，急速な経済成
長を遂げてきた．この経済成長の要因を考える
上で，海外から大量の直接投資と技術が導入さ
れたことによる成長が非常に重要であろう．一
方，日本は人口減少・少子高齢化により国内需
要の先細りが懸念されている．戴（2014）の中
国に進出する日系企業の立地戦略分析による
と，日系企業の中国での進出には三つの時期が
ある．第一に，1992 年以前に中国に進出した
日系企業は東北の遼寧省を始め，一部の沿海地
域だけであった．第二に，1993 年から 2002 年
に経済の中心都市へ進出した日系企業数が急増
し，中国に進出する日系製造業企業が輸出指向
型から輸出指向型と現地市場指向型の混在へ転
換していった．第三に，2003 年から 2011 年に
不動産価格が高騰したため，日系企業が中心都
市の周辺地域への立地を選好するようになっ
た．こうした背景で，日系企業は中国での進出
範囲が拡大すると共に，中国各地域の経済や日
中両国の企業への影響も拡大しつつある．
　2001 年に中国が WTO に加盟した後，日中
経済貿易関係に飛躍的な発展が訪れた．「2001
年 の 中日輸出入総額 は 831 億 7000 万 ド ル で
あ っ た が，2002 年 に は 1018 億 9000 万 ド ル

に急増した．」「中国が WTO に加盟する前の
2000 年，日本の中国に対する直接投資額は 29
億ドルのみだった．2001 年に中国が WTO に
加盟すると，49% 増の 43 億 5000 万ドルに達
した．」1）その後も持続的に増加していた．また，
この時期に中国は日本から高級部品を輸入し，
中国で組み立てた後に欧米の末端市場に輸出す
る，いわゆる，日本，中国，欧米からなる三角
貿易が始まった．2002 年以降中国の対欧米貿
易は黒字であったのに対して，対日本貿易は赤
字が続いていたことから，中国経済の高度発展
と「中国特需」が日本経済に貢献し，日中経済
が世界経済一体化に重要な役割を果たしていた
とも言えるだろう．このように，2002 年は日
中経済の貿易関係として重要な一年であること
を踏まえ，本研究は 2002 年の日中経済に注目
して研究することとする．
　2002 年日系企業の海外進出調査における中国
に進出する日系企業の内，日系企業は圧倒的に
中国の東南部沿海地域に集中し，また内陸と沿
海を問わず，市区級市レベルでは各省の経済中
心都市に集中する傾向が強く見られる2）．また，
産業別から見ると，工業製品，生活消費品，工
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1）日本新華僑報 2012─01─02「中国 の WTO 加

盟から 10 年，中日貿易の変化と課題」を参照．
2）稲垣清（2006）『中国進出企業地図』を参照．
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業原材料といった第二次産業が圧倒的な割合を
占めている．図 1 と図 2 が示すように，中国に
進出する日系企業を地域別，産業別で分けると，
各地域の地域差を見ることができるため，日系
企業を産業別で地域ごとに細分することに意味
があると考える．

1. 2　目　的
　日系企業が中国へ進出する動機には低コスト

の労働力利用と安価な製品 ･ 原材料の利用があ
り3），中国市場の新規開拓などの理由もある．
一方，中国に進出する日系企業が生産技術など
を導入することで，中国での生産構造の変化を
もたらし，第二次産業は著しく成長してきた．

 

 

 

 

0

200

400

600

800

1000

1200

0
200
400
600
800

1000
1200
1400

電
力
ガ
ス
熱
供
給
・
水
道
廃
棄
物

 

 

 

 

0

200

400

600

800

1000

1200

0
200
400
600
800

1000
1200
1400

電
力
ガ
ス
熱
供
給
・
水
道
廃
棄
物

図 1　中国 30 省に進出する日系企業数（2002 年）

図 2　部門別中国に進出する日系企業数（2002 年）

（単位：数）

（単位：数）

　　　　　　　　　
3）鬼塚義弘「中国進出日系企業 の 収益性　進

出企業は利益を上げているか」季刊『国際貿易と
投資』pp. 87─89 参照．
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国際産業連関表を用いて国レベルで日系企業を
分析した既存研究は山田（2001），王・宮川・
山田（2016），滕（2008）といったものがあるが，
地域を細分した省レベルで日系企業を分離した
地域間国際産業連関分析は筆者の知る限りまだ
ない．そこで，本研究は北京市日系企業を分離
した日中地域間国際産業連関表を作成すること
で，北京市日系企業の中国への進出が日本と中
国各地域と産業に与える効果を分析したい．
　中国に進出する日系企業の経済活動のデータ
を収集し，産業連関分析を通して，中国国内の
最終需要や輸出需要を満たすために，日系企業
の生産がどれぐらい必要とされるか．また，日
系企業が中国で生産を行う際に，中間財を直接
中国現地で調達する割合と日本から調達する割
合とを区別することにより，日系企業の日中地
域経済へ与える波及効果の違いを計算できる．
　北京は中国の政治，文化の中心であり，政府
機関が集中して中国全体の状況を素早く把握し
やすく，国の「心臓」とも言える役割を果たし
ている．それに，日系企業だけではなく，中国
に進出する外資系企業の統括会社が数多く北京
に設立され，日系企業のグローバル展開や市場
の拡大にとっても重要な位置づけの都市となっ
ている．そのほか，中国の首都である北京の日
系企業を研究することによって，同じ首都であ
る東京との繫がりや各都市がそれぞれの国・地
域に対して果している役割の違いを分析するこ
とも可能である．本研究は日本経済産業省『海
外事業活動基本調査』と『海外進出企業総覧』
の中国における日系企業の中国での販売額と調
達額などの情報を利用し，中国の生産活動から
日系企業の生産活動を取り出し，北京市の日系
企業を分離した日中地域間国際産業連関表を再
構成する方法を説明する．また，それを用いて
北京市日系企業と日中両国各地域との相互に与
える影響を明らかにする．まずは日系企業の分
離と地域間国際連関分析に関連する文献を整理
し，両者を連結する産業連関表の作成方法や分
析方法を検討することとする．

1. 3　意　義
　日系企業の中国への進出活動が頻繁になって
いる現状に対して，居城・兪（2016）のような
日本の各地域と中国各省ごとの産業連関分析は
あるが，それに基づき日系企業を細分化し地域
レベルで分析する研究はまだない．また，日
系企業の中国沿海大都市だけではなく，内陸ま
で影響が及びつつある昨今，王・宮川・山田

（2016）のような国レベルでの日系企業を分析
する研究はあるが，中国を各省ごとに分ける日
系企業の分析はまだない．従って，本研究では
北京市を例に，北京市日系企業分析用の日中地
域間国際産業連関表を作成することにより，地
域の日系企業が日中両国の地域ごとや産業ご
とに与える経済的な影響の違いを明らかにした
い．

1. 4　先行研究
　国内産業を日系企業と非日系企業とに分け，
国際産業連関表による日系企業の分析を行う研
究として，以下の山田（2001），王・宮川・山
田（2016），滕（2008）が挙げられる．しかし，
これらの研究は国レベルで留まっており，日系
企業が国全体に与える影響を見ることはできる
が，国の中の地域に与える影響は明らかになっ
ていない．山田（2001）では，海外進出する企
業と現地経済及び日本経済との相互依存関係，
特に時系列で日米経済における日系企業の影響
力を分析するために，1990 年と 1995 年の日米
産業連関表を用いて，日本，日系企業を除く米
国，米国に進出した日系企業を部門ごとに分け
て，日系企業分析用の日米産業連関表を再構成
した．その表により，日系企業が生産する中間
財及び最終財の波及効果を分析することで，日
系企業の生産活動の輸出誘発効果と逆輸入効果
を通じた日本への影響を明らかにした．日系企
業の生産において日本の最終需要からの影響は
相対的に小さく，米国の最終需要変化，特に一
般機械などの部門からの影響の方が大きい．そ
の他に，日系企業の農林水産業，建設，食料品，

（3）
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繊維，化学，鉄鋼，輸送機械，石油石炭などの
部門生産が米国企業に大きな影響をもたらし，
日本企業への影響が大きいのは機械部門が中心
であったことを明らかにした．
　王・宮川・山田（2016）では，2007 年日中国
際産業連関表の地域間構造に基づいて，日系企
業の生産活動をマイクロデータから産業連関表
部門に合わせて再集計し，日系企業分析用の日
中国際産業連関表を再構成した．その新表を利
用して，日系企業の生産する最終財の日中に与
える付加価値波及効果と，日本及び中国におけ
る最終財生産が日系企業に与える影響を分析し
た．その結果として，日系企業と日本との貿易
の依存関係は，非日系企業と日本の貿易との関
係よりも強い．日系企業は最終財の中国国内販
売や海外への輸出を通じて，中国経済の付加価
値形成に貢献している．しかし，日系企業の中
間財供給は対日本では「半導体・集積回路・そ
の 他電子部品」及 び「自動車部品」，対中国 で
は「自動車部品」に集中していることを解明し
た．
　滕（2008）では 1990─1995─2000 年接続中日国
際産業連関表をデータベースに，経済産業省の
「我が国企業の海外事業活動」などの資料を利
用して，1995 年と 2000 年日系企業分析用中日
国際産業連関表を再構築した．日本対中投資の
データを把握した上で，日系企業の生産におけ
る中国非日系企業と日本の各産業への生産誘発
効果，日中両国の産業構造変化と相互影響を分
析した．中国進出日系企業の経済活動が 1995
年の中国（非日系企業）の一次産品，軽工業品，
素材を中心とする分野に大きな波及効果を及ぼ
したのに対して，2000 年には軽工業品，建設
業のほかに，機械類（一般機械，精密機械）ま
で大きな波及効果を及ぼしたことが解明され
た．日系企業の経済活動の変化は日本の産業構
造より中国の産業構造変化への貢献度が高いと
指摘している．
　一方，日中両国の細分化した地域間国際産業
連関表は居城・兪（2016）によって作成されて

いる．居城・兪（2016）では，居城（2013）で作
成した 2000 年日中韓地域間産業連関表をベース
に，2002 年中国 30 省地域間産業連関表 の デー
タを再編成して組み替えた上で，2002 年日本 18
地域と中国 30 地域を区分した地域間国際産業連
関表を作成した．その表に基づいて，日本関東
と中国沿海各地域の生産誘発効果と付加価値基
準の国際分業率を分析し，日中間各地域間の分
業構造を研究した．分析の結果として，日本関
東各地域の需要によって中国沿海各地域への誘
発効果が大きいのは広東，浙江，江蘇，上海の
順である．その内，華東地域全体が東京に対し
て黒字であるが，上海だけが東京に対して赤字
であることが示された．更に，中国沿海地域が
日本関東地域への付加価値漏出率が日本関東地
域から中国沿海地域の漏出率より遥かに大きい
ことを明らかにした．
　以上の二種類の研究を連結して，任意である
省の日系企業を分離する日系企業分析用日中地
域間国際産業連関表が作成できる．本研究は北
京市日系企業分析用日中地域間国際産業連関表
を作成した．

1. 5　仮　説
　第一に，図 2 から分かるように，中国へ進出
する日系企業は第二次産業と関連する企業が圧
倒的に多い．しかし，もし地域別に日系企業を
細分化すれば，北京は中国の政治，文化の中心
地であるため，北京市に立地する日系企業の経
済貿易活動，特に第二次産業の取引は上海や広
東ほど活発ではないと考えられる．一方，北京
市の日系企業は北京市の特徴を反映して，第二
次産業の誘発効果が最大ではなく，サービス業
を始めとする第三次産業の誘発効果が最大では
ないかと考えられる．
　第二に，中国国内地域間では，北京の日系企
業は経済が発展している中国沿海地域とのつな
がりが強いと想定できる．また，輸送のコスト
を考慮すると，特に第二次産業において北京市
近隣地域との繋がりが大きいと予測する．一方，

（4）
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2002 年においては中国内陸地域の日系企業数
が少ないことに加え，内陸の物産と人力資源を
まだ十分に利用していないため，北京市日系企
業との繋がりは最終財の販売に集中するのでは
ないかと考えられる．

2．‌�日系企業分析用日中地域間国際産業連関表
の作成

2. 1　作成概要と部門統合
　本研究では居城・俞（2015）が作成した 2002
年日本 18 地域と中国 30 地域を区分した地域間
国際産業連関表をベースにする．日系企業を分
離するために，経済産業省の平成 14（2002）年

『海外事業活動基本調査』と『海外進出企業総覧』
のデータを加えて，分析したい地域の中間需要，
中間投入と最終需要から日系企業を分離して，
日系企業分析用日中地域間国際産業連関表を作
成する（北京市を例とする日系企業分析用地域
間国際産業連関表の雛形は図 3 の通りとなる）．
　ただし，『海外事業活動基本調査』には 20 部
門が含まれるため，2002 年日中地域間国際産
業連関表の部門数と一致させるために，10 部
門に統合する．その内，「そのほかの非製造業」

部門を 10 部門表の「6 電力ガス熱供給・水道
廃棄物」と「10 サービス」部門とする（表 1 参
照）．

2. 2　‌�北京市を例とする日系企業分析用地域間
国際産業連関表の作成手順

⑴ 北京市日系企業生産額 CT の決定
　市レベルの日系企業生産額を算出するため
に，中国全体の日系企業生産額を推計すること
が必要である．中国日系企業の生産額は平成
14（2002）年『海外事業活動基本調査』の日系
企業の中国現地法人の売上高を生産額に充て
る．海外企業活動基本調査のその他の非製造業
部門を電力・ガス熱供給・水道廃棄物とサービ
スの二部門の合計と見なして，10 部門に統合
する．その際注意点が二つある．第一に，産業
連関表の商業部門は主に商業マージンから構成
されるので，ここでは商業部門の日系企業の販
売費，一般管理費（給与総額，荷造運搬費，賃
借料，減価償却費）を集計し，その額を商業の
生産額と見なしている．第二に，『海外事業活
動基本調査』の集計ではその他の非製造業と鉱
業の売上額の総額しか分からないため，鉱業，

図 3　日系企業分析用地域間国際産業連関表の雛形

（5）
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電力・ガス熱供給・水道廃棄物，電力・ガス熱
供給・水道廃棄物以外のその他の非製造業を，
中国での現地企業法人数の比例により生産額を
按分する．電力・ガス熱供給・水道廃棄物以外
のその他の非製造業の生産額をサービス業に含
めることである．
　中国日系企業の生産額を推計した後，『海外
進出企業総覧：国別編 2002 年』で集計した北
京の 10 部門統合後の部門ごとの企業数と全国
部門ごとの総企業数の比率を求め，この比率を
用いて北京市の日系企業の生産額を推計する．
北京市の生産額から日系企業生産額を控除し
て，北京市の非日系企業分を求めた．
⑵ 北京市日系企業投入額の確定とその分離
　北京市日系企業部門ごとの中間投入の合計額
は北京市日系企業各部門の生産額に日本の付加
価値係数に乗じた値から，日系企業の生産額を
差し引いて推計する．以上のような手順で，日
系企業と非日系企業の付加価値額，関税額及び
中間投入部門ごとの合計額を求めた．　

　次に，『海外事業活動基本調査』で集計した
中国での日系企業の調達比率で中間投入を中
国，日本，第三国の三地域に分割し，それぞれ
の地域ごとに各項目対各部門合計額の比率で部
門ごとに按分する．
　北京市非日系企業の投入額は北京市企業の投
入額から日系企業分を控除することで求められ
る．
⑶ ‌�北京市非日系企業の日系企業からの中間投

入額の確定とその分離　
　北京市非日系企業の日系企業からの中間投入
額は下記のように求める．農林水産業部門から
工業原材料部門までの部門別投入額は下記のよ
うに計算する．
　
北京市非日系企業の日系企業からの中間投入額
　＝北京市非日系企業の市内中間需要額

× 







北京市内需要額
額北京市日系企業の販売  

（6）

表 1　北京市日系企業分析用日中地域間国際産業連関表部門統合（10 部門）

1
2

7
8
9

6

サービス業

その他の非製造業

精密機械
その他の製造業
建設業
卸売・小売業
情報通信・運輸業

3

4

5

10

2002年海外事業活動基本調査
農林漁業
鉱業
食料品
繊維
木材紙パ
化学
石油石炭
鉄鋼
非鉄金属
一般機械
電気機械

2002年日中国際産業連関表
農林水産業
鉱業

生活消費品

工業原材料

電力ガス熱供給・水道廃棄物

建築
商業
運輸

工業製品

サービス

情報通信機械
輸送機械
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工業製品部門からサービス部門については，農
林水産業部門から工業原材料部門までの部門別
投入額の合計の，北京市非日系企業の該当部門
らの市内中間需要合計額に対する比率によって
日系企業分を按分した．
　北京市非日系企業の非日系企業からの中間投
入額は北京市非日系企業の市内中間需要から日
系企業分を控除すれば計算できる．
⑷ ‌�北京市日系企業の日系企業からの中間投入

額の確定とその分離 
　北京市日系企業の日系企業からの中間投入額
は下記のように求める．農林水産業部門から工
業原材料部門までの部門別投入額は下記のよう
に計算する．

北京市日系企業の日系企業からの中間投入額
＝北京市日系企業の市内中間需要額

×

 

 









北京市内需要額
販売額北京市日系企業の現地  

 

 

業からの中間投入額中国の北京市非日系企
からの中間投入額中国の北京市日系企業 ＝

らの中間投入額北京市の非日系企業か
の中間投入額北京市の日系企業から  









額北京市の日本向け輸出
け販売額北京市日系企業日本向  

 

工業製品部門からサービス部門までについて
は，農林水産業部門から工業原材料部門までの
部門別投入額の合計の，北京市日系企業の該当
部門らの市内中間需要合計額に対する比率に
よって日系企業分を按分した．
　北京市日系企業の非日系企業からの中間投入
額は北京市日系企業の市内中間需要から日系企
業分を控除すれば計算できる．
⑸ ‌�北京市を除く中国の北京市日系企業からの

中間投入額の確定とその分離　
　北京市を除く中国各地域の北京市日系企業と
非日系企業からの中間投入額は，北京市の日系
企業と非日系企業からの中間投入額の比率を同
じにする．つまり，

 

 









北京市内需要額
販売額北京市日系企業の現地  

 

 

業からの中間投入額中国の北京市非日系企
からの中間投入額中国の北京市日系企業 ＝

らの中間投入額北京市の非日系企業か
の中間投入額北京市の日系企業から  









額北京市の日本向け輸出
け販売額北京市日系企業日本向  

 

＝

 

 









北京市内需要額
販売額北京市日系企業の現地  

 

 

業からの中間投入額中国の北京市非日系企
からの中間投入額中国の北京市日系企業 ＝

らの中間投入額北京市の非日系企業か
の中間投入額北京市の日系企業から  









額北京市の日本向け輸出
け販売額北京市日系企業日本向  

 

⑹ ‌�日本の北京市日系企業からの中間財投入額
の確定とその分離　

　日本の北京市日系企業からの中間財投入額は
下記のように求める．農林水産業部門から工業
原材料部門までの部門別投入額は下記のように
計算する．
　
日本の北京市日系企業からの中間財投入額
＝日本の北京市からの投入額（中間需要輸入）

×

 

 









北京市内需要額
販売額北京市日系企業の現地  

 

 

業からの中間投入額中国の北京市非日系企
からの中間投入額中国の北京市日系企業 ＝

らの中間投入額北京市の非日系企業か
の中間投入額北京市の日系企業から  









額北京市の日本向け輸出
け販売額北京市日系企業日本向  

 
工業製品部門からサービス部門までについて
は，農林水産業部門から工業原材料部門までの
部門別投入額の合計額の，日本の北京市からの
投入額の対応合計値に対する比率によって日系
企業分を按分した．
　北京市非日系企業の日本向け中間投入額は北
京市企業が日本向けの投入額から日系企業分を
控除すれば計算できる．
⑺ ‌�第三国の北京市日系企業からの中間財投入

額の確定とその分離　
　第三国の北京市日系企業からの中間財投入額
は下記のように求める．農林水産業部門から工
業原材料部門までの部門別投入額は下記のよう
に計算する．
　
第三国の北京市日系企業からの中間財投入額

＝第三国の北京市からの投入額

×

  









出額北京市の第三国向け輸

北京市日系企業の第三国向け輸出額  

 









北京市内需要額
販売額北京市日系企業の現地  

工業製品部門からサービス部門までについて
は，農林水産業部門から工業原材料部門までの
部門別投入額の合計額の，第三国の北京市から
の投入額の対応合計値に対する比率によって日
系企業分を按分した．
北京市非日系企業の第三国向け中間投入額は北
京市企業が第三国向けの投入額から日系企業分
を控除すれば計算できる．

（7）
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⑻ ‌�北京市日系企業の日系企業からの最終財調
達額の計算とその分離　

　北京市日系企業の日系企業からの最終財調達
額は下記のように求める．農林水産業部門から
工業原材料部門までの部門別最終財調達額は下
記のように計算する．
　
北京市日系企業の日系企業からの最終財調達額

＝北京市日系企業の市内最終需要額
 

×

  









出額北京市の第三国向け輸

北京市日系企業の第三国向け輸出額  

 









北京市内需要額
販売額北京市日系企業の現地  

工業製品部門からサービス部門までについて
は，農林水産業部門から工業原材料部門までの
部門別最終需要額の合計額の，北京日系企業の
市内最終需要額の対応合計値に対する比率に
よって日系企業分を按分した．
　その前に，北京市日系企業の市内最終需要額
を計算することが必要である．北京市日系企業の
市内最終需要額を得るために，北京市の最終需
要を日系企業と非日系企業に分け，日系企業の仕
入高の調査データと合わせて計算する．具体的
な計算方法は以下のように纏める．中国に進出す
る日系企業の仕入額が中国需要総額に占める割
合を利用して，北京市最終需要から日系企業分
を分ける．中国にある日系企業の仕入高額を中国，
日本，第三国の三地域に分けて調達比率を求め
る．その比率で北京市日系企業の最終需要を同
じ三地域に分け，従って，北京市日系企業の中国，
日本，第三国の各項目総額を求めることができる．
以上によって，北京市日系企業と非日系企業の市
内最終需要額を按分で求めた．
　北京市日系企業の非日系企業からの最終財調
達額は北京市日系企業の市内最終財調達額から
日系企業分の最終財調達額を控除すれば計算で
きる．

⑼ ‌�北京市非日系企業の日系企業からの最終財
調達額の計算とその分離　

　北京市非日系企業の日系企業からの最終財調

達額は下記のように求める．農林水産業部門か
ら工業原材料部門までの部門別最終財調達額は
下記のように計算する．
　
北京市非日系企業の日系企業からの最終財調達額

＝北京市非日系企業の市内最終需要額

× 







北京市内需要額
販売額北京市日系企業の現地  

 

業からの最終財調達額中国他地域の非日系企
からの最終財調達額中国他地域の日系企業 ＝

らの最終財調達額北京市の非日系企業か
の最終財調達額北京市の日系企業から  

工業製品部門からサービス部門までについて
は，農林水産業部門から工業原材料部門までの
部門別最終需要額の合計額の，北京市非日系企
業の市内最終需要額の対応合計値に対する比率
によって日系企業分を按分した．
北京市非日系企業の非日系企業からの最終財調
達額は北京市非日系企業の市内最終財調達額か
ら日系企業分の最終財調達額を控除すれば計算
できる．

⑽ ‌�北京市を除く中国他地域の日系企業からの
最終財調達額の計算とその分離

　北京市を除く中国他地域の日系企業と非日系
企業からの最終財調達額は，北京市の日系企業
と非日系企業からの最終財調達額の比率と同じ
にする．つまり，









北京市内需要額
販売額北京市日系企業の現地  

 

業からの最終財調達額中国他地域の非日系企
からの最終財調達額中国他地域の日系企業 ＝

らの最終財調達額北京市の非日系企業か
の最終財調達額北京市の日系企業から  

＝









北京市内需要額
販売額北京市日系企業の現地  

 

業からの最終財調達額中国他地域の非日系企
からの最終財調達額中国他地域の日系企業 ＝

らの最終財調達額北京市の非日系企業か
の最終財調達額北京市の日系企業から  

⑾ ‌�日本の日系企業からの最終財調達額の計算
とその分離　

　日本の日系企業からの最終財調達額は北京市
日系企業の日本向け販売額と北京市日系企業日
本向け中間投入額の差額である．ただし，北京
市日系企業の日本向け販売額の工業製品部門か
らサービス部門までの販売額は，農林水産業部
門から工業原材料部門までの部門別販売額の合
計額の，北京市日本向け輸出額の対応合計値に

（8）
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対する比率によって日系企業分を按分して計算
する．
　日本の北京市非日系企業からの最終財調達額
は日本の北京市最終財調達額から日系企業分を
控除すれば計算できる．

⑿ ‌�第三国の日系企業からの最終財調達額の計
算とその分離　

　第三国の日系企業からの最終財調達額は北京
市日系企業の第三国向け輸出額と北京市日系企
業第三国向け中間投入額の差額である．
　第三国の北京市非日系企業からの最終財調達
額は第三国の北京市最終財調達額から日系企業
分を控除すれば計算できる．

2. 3　推計された産業連関表
　再構成された北京市日系企業分析用日中地域
間国際産業連関表を用いて，北京市の日系企業
と非日系企業の産業部門別生産額を図 4 のよう
に示す．北京市日系企業の生産額が左軸で測ら
れ，非日系企業が右軸で標記されているという

スケールの違いに注意する必要がある．日系企
業の生産額は非日系企業より小さいのが当然の
ことであるが，産業別のバランスが大分違うこ
とが注目すべき点である．北京市日系企業の生
産額の上位三位の部門は工業製品，生活消費品，
サービスであるのに対して，非日系企業の生産
額はサービス，工業製品，工業原材料が上位三
位である．
　次に，北京市の日系企業を詳しく分析するた
めに，北京市日系企業の中国，日本への販売額
と両国からの調達額をそれぞれ図 5─1，図 5─2，
図 5─3，図 5─4 のように示す．それにより北京
に進出する企業の現地生産，移出入，日本への
輸出入の特徴を明らかにする．ただし，ここで
の統計には二つ注意すべき点がある．第一に，
北京市日系企業の中国での販売額と調達額の中
で北京市の数値は他の地域より遥かに多いた
め，北京市の非日系企業のデータを表示してい
ない．第二に，北京市日系企業の日本での販売
額と調達額は，関東を細分化しない場合，販売
額では関東（43.2%），近畿（31.4%），中部（13.1%）

（単位：1000US＄）

図 4　北京市の日系企業と非日系企業の産業部門別生産額

（9）
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が上位三位で，調達額も関東が一位である．こ
こでは北京市日系企業の日本での販売額と調達
額を更に細分化した地域で表現するため，関東
11 地域だけを表示する．
　図 5─1 北京市日系企業の中国への販売額は北
京市自地域以外，広東省への販売額が一位で，
北京市と同じ華北地域に属している天津市と河
北省が二位と三位になる．産業構成比から見る
と広東省へは工業製品の販売が 74.2% を占め

る．天津市と河北省へは工業製品，工業原材料，
生活消費品の販売だけではなく，サービス業の
第三次産業の繋がりも強い．ほかには，日系企
業が中国内陸地域への販売移出にはサービス業
が相当な割合を占め，特に中国の西南地域にそ
の特徴が強く見られる．
　図 5─3，図 5─4 北京市日系企業の調達額から
見ると，北京市非日系企業を除く中国国内から
の調達額と日本からの調達額はそれぞれ 53.8%

（単位：1000US＄）

（単位：1000US＄）

図 5―1　日系企業の北京市非日系企業を除く中国への販売額

図 5―2　日系企業の日本への販売額

（10）

 

 

 

 

 

 

-5000

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

40000

東　  京 神 奈 川 千　  葉 埼　  玉 茨　  城 栃　  木 群　  馬 新　  潟 長　  野 山　  梨 静　  岡

農林水産業 鉱業 生活消費品 工業原材料 工業製品 電力ガス熱供給・水道廃棄物 建築 商業 運輸 サービス

-20000

0

20000

40000

60000

80000

100000

120000

辽
宁
省

吉
林
省

黑
龙
江
省

北
京
市
日
系
企
業

天
津
市

河
北
省

山
东
省

上
海
市

江
苏
省

浙
江
省

福
建
省

广
东
省

海
南
省

山
西
省

安
徽
省

江
西
省

河
南
省

湖
北
省

湖
南
省

内
蒙
古
自
治
区

陕
西
省

甘
肃
省

青
海
省

宁
夏
回
族
自
治
区

新
疆
维
吾
尔
自
治
区

广
西
壮
族
自
治
区

重
庆
市

四
川
省

贵
州
省

云
南
省

農林水産業 鉱業 生活消費品 工業原材料 工業製品 電力ガス熱供給・水道廃棄物 建築 商業 運輸 サービス

 

  

0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

70000

80000

90000

100000

東　  京 神 奈 川 千　  葉 埼　  玉 茨　  城 栃　  木 群　  馬 新　  潟 長　  野 山　  梨 静　  岡

農林水産業 鉱業 生活消費品 工業原材料 工業製品 電力ガス熱供給・水道廃棄物 建築 商業 運輸 サービス

辽
宁
省

吉
林
省

黑
龙
江
省

北
京
市
日
系
企
業

天
津
市

河
北
省

山
东
省

上
海
市

江
苏
省

浙
江
省

福
建
省

广
东
省

海
南
省

山
西
省

安
徽
省

江
西
省

河
南
省

湖
北
省

湖
南
省

内
蒙
古
自
治
区

陕
西
省

甘
肃
省

青
海
省

宁
夏
回
族
自
治
区

新
疆
维
吾
尔
自
治
区

广
西
壮
族
自
治
区

重
庆
市

四
川
省

贵
州
省

云
南
省

-20000

0

20000

40000

60000

80000

100000

農林水産業 鉱業 生活消費品 工業原材料 工業製品 電力ガス熱供給・水道廃棄物 建築 商業 運輸 サービス

 

 

 

 

 

 

-5000

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

40000

東　  京 神 奈 川 千　  葉 埼　  玉 茨　  城 栃　  木 群　  馬 新　  潟 長　  野 山　  梨 静　  岡

農林水産業 鉱業 生活消費品 工業原材料 工業製品 電力ガス熱供給・水道廃棄物 建築 商業 運輸 サービス

-20000

0

20000

40000

60000

80000

100000

120000

辽
宁
省

吉
林
省

黑
龙
江
省

北
京
市
日
系
企
業

天
津
市

河
北
省

山
东
省

上
海
市

江
苏
省

浙
江
省

福
建
省

广
东
省

海
南
省

山
西
省

安
徽
省

江
西
省

河
南
省

湖
北
省

湖
南
省

内
蒙
古
自
治
区

陕
西
省

甘
肃
省

青
海
省

宁
夏
回
族
自
治
区

新
疆
维
吾
尔
自
治
区

广
西
壮
族
自
治
区

重
庆
市

四
川
省

贵
州
省

云
南
省

農林水産業 鉱業 生活消費品 工業原材料 工業製品 電力ガス熱供給・水道廃棄物 建築 商業 運輸 サービス

 

  

0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

70000

80000

90000

100000

東　  京 神 奈 川 千　  葉 埼　  玉 茨　  城 栃　  木 群　  馬 新　  潟 長　  野 山　  梨 静　  岡

農林水産業 鉱業 生活消費品 工業原材料 工業製品 電力ガス熱供給・水道廃棄物 建築 商業 運輸 サービス

辽
宁
省

吉
林
省

黑
龙
江
省

北
京
市
日
系
企
業

天
津
市

河
北
省

山
东
省

上
海
市

江
苏
省

浙
江
省

福
建
省

广
东
省

海
南
省

山
西
省

安
徽
省

江
西
省

河
南
省

湖
北
省

湖
南
省

内
蒙
古
自
治
区

陕
西
省

甘
肃
省

青
海
省

宁
夏
回
族
自
治
区

新
疆
维
吾
尔
自
治
区

广
西
壮
族
自
治
区

重
庆
市

四
川
省

贵
州
省

云
南
省

-20000

0

20000

40000

60000

80000

100000

農林水産業 鉱業 生活消費品 工業原材料 工業製品 電力ガス熱供給・水道廃棄物 建築 商業 運輸 サービス
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と 46.2% を占め，北京市日系企業の日本からの
輸入は国内からの移入に相当する割合であると
いえる．中国国内から見ると，販売額と同じ広
東省をはじめ沿海地域に集中するが，工業製品
の調達額が全体的に圧倒的な大きさである．日
本関東地域では神奈川，東京，静岡の順番であ
り，工業製品も全体輸入の 73% を占めている．
また，図 5─2 が示すように，北京市日系企業に
おける第二次産業各部門の日本への販売額は日
本からの調達額より遥かに小さい．販売額の比
重で一位を占めているのが商業である．つまり，

北京市日系企業が日本から主に第二次産業に関
連する製品を輸入し，最後はまた日本へ販売す
るより中国での現地販売に流れる傾向が高い．

3．‌�北京市の日系企業を分離した日中地域間国
際産業連関表の応用

3. 1　基本モデルの枠組み
　本研究では，地域間産業連関分析モデルに内
生国中国の一つの地域（北京市）の日系企業を
分離することで再構成された産業連関表を用い
て分析を行う．この再構成された表において，

（単位：1000US＄）

（単位：1000US＄）

図 5―3　北京日系企業の北京非日系企業を除く中国からの調達額

図 5―4　北京日系企業の日本からの調達額

（11）
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内生地域の B は北京市（ここで中国他の地域
も 代表 す る），J は 日本 の 地域，韓国，台湾，
アセアン，アメリカを含む第三地域（その他）
は O で表示する．
　ま た，外生地域 の W は ROW（Rest of the 
World）を示し，北京市における日系企業は
B j ，北京市日系企業以外の中国の部分は
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北京非日系企業 東京 その他 東京 その他
中間需要 最終需要

東京

北京日系企業

北京非日系企業

ROW

その他

北京日系企業 北京非日系企業 北京日系企業
対世界
輸出

生産額

付加価値

生産額

X BB bb X BB jb X JBb X OBb F BB bb F BB jb F JBb F OBb

X BB bj X BB jj X JBj X OBj F BB bj F BB jj F JBj F OBj
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で表している．北京市日系企業の経済活動を取
り入れた日系企業分析用日中地域間国際産業連
関表の雛型は表 2 の通りとなる．
　ここで再構成された産業連関表を用いて，本
研究に関連する分析モデルを説明する．
⑴ 生産誘発分析モデル
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対世界
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生産額

X BB bb X BB jb X JBb X OBb F BB bb F BB jb F JBb F OBb

X BB bj X BB jj X JBj X OBj F BB bj F BB jj F JBj F OBj

XJBb XJBj XJJ XJO FJBb FJBj FJJ FJO

XOBb XOBj XOJ XOO FOBb FOBj FOJ FOO

XWBb XWBj XWJ XWO FWBb FWBj FWJ FWO

E WBb

E WBj

EJW

EOW

VBb VBj VJ VO

xBb

xBb

xBj

xBj

xJ

xJ

xO

xO

j

j

Bb

OB jF

⑴　

 

 

 

 





















































































EOWFOOFOJFOBFOB
EJWFJOFJJFJBFJB
E WBF OBF JBF BBF BB
E WBF OBF JBF BBF BB

xO
xJ
xB
xB

AOOAOJAOBAOB
AJOAJJAJBAJB
A OBA JBA BBA BB
A OBA JBA BBA BB

xO
xJ
xB
xB

jb

jb

jjjjjbj

bbbjbbb

j

b

jb

jb

jjjjbj

bbjbbb

j

b

xJA JB j と xOA OB j

xBA BB bbj F JB j

xBAJB jj xBAOB jj

xBA BB jjb と xBA BB jjj

 





































































































































































































 

EOW
EJW
E WB
E WB

FOO
FJO
F OB
F OB

FOJ
FJJ
F JB
F JB

FOB
FJB
F BB
F BB

FOB
FJB
F BB
F BB

AOOAOJAOBAOB
AJOAJJAJBAJB
A OBA JBA BBA BB
A OBA JBA BBA BB

I

xO
xJ
xB
xB

j

b

j

b

j

b

j

j

jj

jb

b

b

bj

bb

jb

jb

jjjjbj

bbjbbb

j

b
1

 

 



























































































































































EOW
EJW
E WB
E WB

FOO
FJO
F OB
F OB

FOJ
FJJ
F JB
F JB

FOB
FJB
F BB
F BB

FOB
FJB
F BB
F BB

LOOLOJLOBLOB
LJOLJJLJBLJB
L OBL JBL BBL BB
L OBL JBL BBL BB

j

b

j

b

j

b

j

j

jj

jb

b

b

bj

bb

jb

jb

jjjjbj

bbjbbb
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北京非日系企業 東京 その他 東京 その他
中間需要 最終需要

東京

北京日系企業

北京非日系企業

ROW

その他

北京日系企業 北京非日系企業 北京日系企業
対世界
輸出

生産額

付加価値

生産額
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は日本と第三
地域 の 北京市日系企業 か ら の 中間財輸入，
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北京非日系企業 東京 その他 東京 その他
中間需要 最終需要

東京

北京日系企業

北京非日系企業

ROW

その他

北京日系企業 北京非日系企業 北京日系企業
対世界
輸出

生産額

付加価値

生産額
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は北京市日系企業を除く中国の北
京市日系企業 か ら の 中間財移入，
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北京非日系企業 東京 その他 東京 その他
中間需要 最終需要

東京

北京日系企業

北京非日系企業

ROW

その他

北京日系企業 北京非日系企業 北京日系企業
対世界
輸出

生産額

付加価値

生産額
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北京非日系企業 東京 その他 東京 その他
中間需要 最終需要

東京

北京日系企業

北京非日系企業

ROW

その他

北京日系企業 北京非日系企業 北京日系企業
対世界
輸出

生産額

付加価値

生産額

X BB bb X BB jb X JBb X OBb F BB bb F BB jb F JBb F OBb
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OB jF は日本と第三地域の北京市日系企業から
の最終財となる完成品の輸入である．また，
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は日本と第三地域の日
系企業に対する中間財販売を表し，これが輸出
誘発効果となる．
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る．前者が中国国内各地域から，後者は北京市
日系企業からの購入である．上式を展開すると，
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表 2　北京市日系企業分析用日中地域間国際産業連関表（簡略型）

北京非日系企業

（12）



13地域日系企業を分離することによる日中地域経済が受ける影響分析（居城・馮）
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はレオンチェフ逆行列を示す．この
式により，北京市日系企業を除く中国国内の企
業，北京市日系企業，日本企業，第三国企業の
最終財生産は以下のように示す．
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：北京市日系企業の最終財供給
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従って，
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式の右辺第一項目が北京市日系企業を除く中国
各地域の企業による最終財生産をする場合の各
部門への波及効果であり，右の三項目ぞれぞれ

は北京市日系企業，日本企業，第三地域の最終
財生産による波及である．
⑵ 最終財需要の付加価値誘発モデル
　付加価値誘発額ベクトル
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は付加価値率を
対角要素とする付加価値行列
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をかけること
で得られる．また，外生地域 ROW からの中間
財輸入係数行列
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をかけて ROW からの輸
入誘発額ベクトル
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ここで，北京市日系企業の生産する最終財の北
京市日系企業を除く中国での販売は
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，北京市日系企業の生産する最終財の
日本，第三地域及び ROW への輸出はそれぞれ
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JFB j である．これら最終需
要以外，つまり北京市日系企業最終財供給
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以外を 0 として，モデル式に入れれば，北京市
日系企業の最終財需要がもたらす付加価値誘発
額と輸入誘発効果が求められる．

3. 2　最終需要による生産誘発分析
　北京市非日系企業と日系企業最終需要の変化
による中国と日本への生産誘発効果の部門割合
は図 6─1，6─2，6─3，6─4 のように示すことが
できる．日系企業の最終需要によって中国で一
番影響を受ける産業はサービス業であり，日本
では工業製品部門が全産業の半分以上の影響を
受けている．非日系企業の誘発効果は日系企業
より各部門がより平均的にバランスがとれ，日
系企業日本での工業製品部門への誘発効果が非
日系企業より大きい．
　次に，北京市非日系企業・日系企業の最終需
要による日本関東地域と中国への生産誘発効果

図 6―1　北京市非日系企業の中国での誘発
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図 6―2　北京市非日系企業の日本での誘発

図 6―3　北京市日系企業の中国での誘発

図 6―4　北京市日系企業の日本での誘発
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を詳しく地域ごとに分析する（図 7─1，図 7─2）4）．
北京市日系企業と非日系企業の最終需要による
中国への生産誘発は図 7─1 と図 7─2 の左側に示
した通り，スケールが違うが，各省の割合と省
ごとの産業構成比はほぼ同じである．北京市の
近辺の河北省への生産誘発が一番大きく，次は

沿海地域の江蘇省，広東省，浙江省となる．一方，
北京市日系企業と非日系企業の最終需要による
日本関東地域への生産誘発は図 7─1 と図 7─2 の
右側に示した通り，非日系企業の最終需要が日
本への生産誘発が全体的に占める割合が極めて
少ない．日系企業の最終需要が日本への生産誘
発が大きな割合を占め，上位三位は東京，神奈
川，静岡の順番である．中国への生産誘発と比
べると，東京，神奈川が中国での誘発額第一位

　　　　　　　　　
4）2. 3 節で説明した通り，北京市非日系企業と

日本関東以外の地域を省く．

図 7―1　北京市非日系企業の需要による中国（非日系企業を除く）と日本関東地域への誘発額

図 7―2　北京市日系企業の需要による中国（非日系企業を除く）と日本関東地域への誘発額

（単位：1000US＄）

（単位：1000US＄）
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の河北省より多く，産業構成比もより単一であ
り，主に工業製品部門に対する生産誘発となっ
ている．

3. 3　付加価値誘発分析
　北京市日系企業の生産する最終財を中国での
現地販売，日本，韓国，台湾，アセアン，米国，
ROW への輸出という七部分に分ける（図 8）．
北京市日系企業の最終財生産は商業，工業製品，
サービスといった産業の生産が大きい．サービ
ス業と建築業はほとんど現地販売となっている．
米国への最終財輸出は商業と工業製品が大きな
割合を示している．米国と違って，日本から工
業製品は大量に輸入しているが，商業と生活品
消費品の最終財輸出が大きい．また，ROW へ
の輸出は商業と工業製品が特に大きい．
　図 9 は北京市日系企業の生産する最終財の中
国国内販売による直接・間接の各地域の部門別
付加価値誘発額及び輸入誘発額を示している．
北京市日系企業の付加価値誘発額は最終財投入
額と同じく，サービス業が圧倒的に大きい．他
には建築，工業製品，生活消費品の付加価値誘
発額も大きな割合を占めている．また，中国国

内ではサービス業と工業原材料産業への波及効
果が最も大きく，建築業以外の産業へもある程
度の波及がある．一方，日本には工業製品と工
業原材料の付加価値の波及が最も大きい．
　図 10 は北京市日系企業の生産する最終財の
日本への輸出による直接・間接の各地域の部門
別付加価値誘発額及び輸入誘発額を示してい
る．北京市日系企業の最終財輸入の額と同じく
商業が一番多く，工業原材料と工業製品の付加
価値誘発額も大きい．ここで注意すべきなのは，
北京市日系企業の最終財生産が工業製品や工業
原材料部門で日本へ輸出する部分は中国，米国，
第三国と比べて少ないが，日本への輸出による
付加価値誘発額では工業製品，工業原材料が比
較的大きな間接的影響を受けていること，中国
部分ではサービスが一番大きな影響を受けてい
ることである．
　図 11 は北京市日系企業の生産する最終財の
第三地域への輸出による直接・間接の各地域の
部門別付加価値誘発額及び輸入誘発額を示して
いる．北京市日系企業の付加価値誘発額は商業
が一番多く，次は工業製品である．中国ではサー
ビス業が最も大きな間接的影響を受けている．

図 8　北京市日系企業の最終財生産

（単位：1000US＄）
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図 11　第三地域への輸出の付加価値・輸入誘発額

（単位：1000US＄）
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図 9　中国国内販売の付加価値・輸入誘発額

図 10　日本への輸出の付加価値・輸入誘発額

（単位：1000US＄）

（単位：1000US＄）
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日本では工業製品と工業原材料という第二次産
業が受ける影響が大きい．特に工業原材料と工
業製品部門は日本へ輸出する時の付加価値誘発
額より大きな間接的影響を受けていることが分
かった．

4.　終わりに

　本研究 で は，居城・兪（2016）が 作成 し た
2002 年日本 18 地域と中国 30 地域を区分した
地域間国際産業連関表を元に，日本経済産業省

『海外事業活動基本調査』と『海外進出企業総
覧』の中国における日系企業の中国での販売額
と調達額等の情報を利用して，北京市の日系企
業を分離した日中地域間国際産業連関表を再構
成し，北京市日系企業の地域間の生産誘発分析
と付加価値誘発分析を行った．従来の日系企業
分析では国レベルの全体像が概観できるが，今
回の分析では北京市日系企業の中国 30 地域と
日本 18 地域との関係が解明できた．結論は次
の通りにまとめられる．
　第一に，北京市日系企業は中国国内各地域に
おいて，北京市近辺地域（河北省，天津市）と
広東省への販売額が大きく，特に広東省から
の調達額が近辺地域より多く，全体調達額の
20% 以上を占めている．また，販売額と調達
額両方とも工業製品が圧倒的な割合を占めてい
る．従って，北京市近辺地域と広東省は北京市
日系企業への生産誘発額が大きい，北京市日系
企業の最終需要により広東省（特に工業製品部
門）に最も大きな生産誘発額が起きている．
　一方，中国内陸地域と北京市日系企業との繋
がりは，サービス業をはじめとする第三次産業
の販売額に集中していることが明らかになっ
た．中国の内陸中核地域（例えば武漢，成都，
重慶などの都市）は多くの衛星都市を有し，高
速鉄道の開設に伴って巨大な消費市場を持ち，
人件費や土地の賃貸料金も沿海地域より安いた
め，内陸地域はまだ第二次産業特に製造業には
潜在的な市場があると考える．
　第二に，北京市は中国の政治と文化の中心地

であり，上海や広東などの第二次産業が活発な
地域と比べ，北京市は第三次産業がより発達し
ている．北京市日系企業と非日系企業の最終需
要による中国での生産誘発効果の割合はサー
ビス業がトップで 32% を占めている．それに
対して，北京市日系企業の日本での生産誘発
額が半分以上の 52% を占め，次は工業原材料
の 17% である．つまり，北京市日系企業は第
二次産業の日本との繋がりが中国より遥かに強
い．
　第三に，第二点目から出た結果「北京市日系
企業は第二次産業の日本との繋がりが中国より
遥かに強い」について更に詳しく分析した所，
北京市日系企業の最終需要による生産誘発効果
の大きさは東京，神奈川，静岡の順番であるこ
とが明らかになった．神奈川，静岡ではほぼ工
業製品と工業原材料などの第二次産業が波及を
受けているが，東京では第二次産業以外のサー
ビス業と商業にも波及効果の半分の割合が及ん
でいる．このことから，同じ首都として，東京
は北京と同じ政治文化の中心でありながら，北
京より一国の経済における中心的な役割をも果
たしていることが明らかになった．
　第四に，日中地域間では，北京市日系企業の
日本への販売額は商業や生活消費品が多いが，
日本からの輸入額特に付加価値の高い中間財の
輸入，工業製品が圧倒的な割合を占めている．
従って，誘発効果の観点から，北京市の日系企
業は中国地域に与える影響より日本へ与える影
響が大きいと言える．
　本研究は北京市だけの日系企業を分離し，地
域間国際産業連関表と組み合わせることを試み
たが，作成手順において地域間国際産業連関表
から日系企業を分離する方法を詳述した．今後
の課題としては，中国北京市以外の地域の日系
企業分析用地域間産業連関表を作成することに
よって，日中各地域経済が受ける影響を分析す
ることである．また，今回は 2002 年の日系企
業分析用地域間国際産業連関表を作成して分析
したが，2007 年またはより年次の新しい日中

（19）
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地域間産業連関表を用いて新しい日系企業分析
用地域間国際産業連関表 を 作成 し，2002 年表
と比較しながら，日系企業と中国各地域との産
業別の動向分析について研究を進めたい．
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